
安全上のご注意　必ずお守りください
運転者や周囲の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りい
ただくことを、以下のように区分けして説明しています。これらは安全にご使
用いただく上で重要です。以下の内容（表示・図記号）をよくご理解されてか
ら本説明書をお読みになり、記載事項を必ずお守りください。

■		誤った使い方や取り付け方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分け
し、説明しています。

	警	告「死亡または重傷を負うおそれがある内容」です。

	注	意「傷害を負うおそれや、物的損害の発生のおそれがある内容」です。

■		お守りいただく内容の種類を次の「図記号」で区分けし、説明しています。

（禁止）
してはいけない内容です。

（必ず行う）
必ず行っていただく内容です。

（注意）
注意しなければならない内容です。

このたびは本製品をお買い求めいただきまして、まことにありがとうござ
います。
●	取り付けおよび結線を行う前に、この取付説明書をよくお読みのうえ、	
安全に正しく作業してください。

●	本説明書は取扱説明書とともに大切に保管してください。

＜お客様へのお願い＞
本機の取付・配線には、専門技術と経験が必要です。
お買い上げの販売店、または専門業者での取り付けをおすすめします。

＜販売店様へのお願い＞
取り付け完了後、この「取付説明書」をお客様にお渡しください。

204-0354-00
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取付説明書
■�本機取り付け後の確認作業を行うには

本機を起動後表示される画面
で 取り付け確認 をタッチして
ください。
ナビゲーションの画面に切り替
わります。
※ 	3 分間操作しない場合も、
ナビゲーションの画面に切
り替わります。
※	利用開始 は本機ご使用の
お客様以外はタッチしない
でください。

■�取り付けが終わったら
取り付け終了後、本機を動作させ、製品付属の取扱説明書にしたがって接続・動作の確
認を行ってください。

■�作業をはじめる前に・取り付け場所についての注意事項

警告

（禁止）

●	本機を次のような場所に取り付けない・・・
・	前方の視界を妨げる場所
・	ステアリング、	シフトレバー、	ブレーキペダルなどの運転操作を妨
げる場所
・	同乗者に危険を及ぼす場所
	 運転操作を妨げたり、	外れたりして、	交通事故やけがの原因となり
ます。

●	エアバッグ装着車に取り付ける場合は、システムの作動に影
響する位置には絶対取り付けない・・・
エアバッグが正常に作動しないと、万一のとき、事故やけがの原因と
なります。

（必ず行う）

●	取り付ける車のバッテリー電圧を確認する・・・
本機はDC12V 車専用です。大型トラックや寒冷地仕様のディーゼ
ル車などの24V 車では使用しないでください。	
火災や故障などの原因となります。

●	本機の電源端子をバッテリーに直接接続する場合は、	指定容
量以上の電源コードを使用する・・・
指定容量に満たないコードを使用すると、	電流容量をオーバーし、	火
災や感電の原因となることがあります。

●	ヒューズを交換するときは、必ず規定容量のヒューズを使用
する・・・
規定容量を超えるヒューズを使用すると、火災の原因となります。

（注意）

●	配線作業中は、バッテリーのマイナス側ケーブルを外す・・・
ショート事故による感電やけがの原因となります。

（禁止）

●	雨が吹き込むところなど、	水のかかるところや湿気、	ほこりの
多いところへは取り付けない・・・
本機に水や湿気、	ほこりが混入すると発煙や発火の原因となること
があります。

●	振動の多いところなど、確実に固定できないところには取り
付けない・・・
本機が外れて、	事故やけがの原因となることがあります。

●	直射日光やヒーターの熱風などが直接当たるところや、	本機
の通風穴や放熱部をふさぐところには取り付けない・・・
本機に熱がこもり、	火災の原因となることがあります。

（注意）

●	フィルムアンテナを取り付ける場合、指定の取り付け位置に貼
り付ける・・・
視界を妨げる位置に貼り付けると、安全運転に支障をきたします。

注意

■�取り付け・結線上のご注意

警告

（禁止）

●	電源コードの被覆を切って、他の機器の電源を取ることは絶
対にしない・・・
電源コードの電流容量をオーバーし、火災や感電の原因となります。

●	車体のボルトやナットを使用してアースを取るときは、ステア
リングやシートレール、ブレーキ系統などの重要保安部品の
ネジは使用しない・・・
事故や故障などの原因となります。

●	エアバッグ装着車に接続コード類の配線をする場合は、シス
テムの作動に影響する位置に配線しない・・・
エアバッグが正常に作動しないと、万一のとき、事故やけがの原因と
なります。

（必ず行う）

●	接続コード類の配線は高熱部を避けて行う・・・
コード類の被覆が溶けてショートし、事故や火災の原因となります。
特にエンジンルーム内の配線には注意してください。

（注意）

●	車体に穴を開けて取り付ける場合は、	パイプ類、	タンク、	電気
配線などの位置を確認のうえ、	これらと干渉や接触すること
がないように注意する・・・
パイプ類などの破損により、	火災や事故の原因となります。

●	コード類は、運転操作の妨げとならないようにまとめておく・・・
ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故
の原因となります。

（禁止）

●	車体の重要保安部品（ステアリング、	シートレール、	ブレーキ
系統、	ガソリンタンクなど）に取り付けられているボルトや
ナットは絶対に使用しない・・・
これらを使用すると制動不能や故障、	発火の原因となることがあり
ます。

（必ず行う）

●	必ず付属の部品を指定通りに使用する・・・
指定以外の部品を使用すると、	機器内部の部品をいためたり、	しっ
かりと固定されずに外れたりして、	事故や故障などの原因となること
があります。

●	車体に穴を開けてコード類を配線するときは、	絶縁性グロメット
を使用する・・・
開口部とコード類との接触により、	すりきれてショートし、	事故や火
災の原因となることがあります。

●	正規の接続をする・・・
誤った接続をすると、	事故や火災の原因となることがあります。

●	コード類の結線終了後は、	コード類をクランプや絶縁テープで確
実に固定する・・・
コード類が車体部分との接触により、	すりきれてショートし、	事故や
火災の原因となることがあります。

（注意）

●	車体やネジ部分、	シートレールなどの可動部にコード類をはさ
み込まない・・・
断線やショートにより、	事故や感電、	火災の原因となることがありま
す。

●	車体のネジを使用して取り付けを行うときは、	ネジがゆるま
ないように確実に締め付ける・・・
ネジがゆるみ、	事故や故障などの原因となることがあります。

注意

（禁止）

●	取り付け後、24 時間以内は絶対に水気（水、雨、霧、雪など）
にあてたり、無理な力を加えない・・・
両面テープの接着力が低下し、外れて事故やけがの原因となること
があります。

（必ず行う）

●	気温が低いときは、接着力の低下を防ぐため、車内ヒーター
やデフロスタースイッチをONにするなどしてフロントウイン
ドウを暖める・・・
両面テープの接着力が低下し、外れて事故やけがの原因となること
があります。

●	貼り付ける前に、付属のクリーナーでフロントウインドウの汚
れを十分に落とす・・・
アンテナがガラス面に貼り付かなくなります。

（注意）

●	天気の良い日中に取り付ける・・・
雨、霧など湿気が多いときは、両面テープの接着力が低下し、外れ
て事故やけがの原因となることがあります。

●	ケーブルクランパーの両面テープは、指でさわったり貼り直し
たりすると、接着力が弱まるので、取り扱いには十分注意す	
る・・・
両面テープの接着力が低下し、外れて事故やけがの原因となること
があります。

●	アンテナ貼り付け直後は、アンテナにガラスクリーナーなどを
吹き付けたり、アンテナを直接拭いたりしないでください。また、
時間経過後にアンテナを直接拭く際は、やわらかい布などを使
用して傷が付かないよう注意してください。

●	お手入れの際は、アンテナケーブル、フィルムアンテナをひっ
かけないようにご注意ください。

注意

■�フィルムアンテナ取り付け上のご注意

警告

（必ず行う）

●	フロントウインドウ以外には貼り付けないでください・・・
リアウインドウなど、ガラスにプリントされている熱線、AM、FM
アンテナの上に本アンテナを貼り付けると熱線が切れたりガラスが
割れるおそれがあります。

保証書で以下内容をご確認頂くと、スムーズな応対ができます。

お買い上げ日、販売店名、製品型名

お問い合わせは、クラリオン「お客様相談室」へ

受付時間： 9:30～12:00、13:00～17:00
（土・日・祝日・弊社指定休日を除く）

フリーダイヤル　　　0120-112-140
販売元　トヨタ部品大阪共販株式会社
〒572-0076 大阪府寝屋川市仁和寺本町３丁目１番１号

製造元　クラリオン株式会社
〒330-0081 埼玉県さいたま市中央区新都心7番地2

カーナビゲーション取付要領書
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�6付属品袋�内容一覧

1 3 42

■�製品構成
1 本体		...............................................1
2 TVアンテナ（ZCP-140）.....1 式
3 GPSアンテナ（2.5m）	..............1
4 電源コード	.....................................1
5 ハンズフリー用マイク（3m）	.....1
6 付属品袋	.........................................1

7 保証書	............................................1
8 取扱説明書	.....................................1
9 補足書
（ステアリングスイッチの設定）	...1
0 シリアルNoラベル......................1

⑨⑧
⑦

③②

④ ⑥

①

⑩

⑤

�2TVアンテナ（ZCP-140) 内容一覧

1.	フィルムアンテナ［1］	................2
2.	フィルムアンテナ［2］	................2
3.	アンテナケーブル［1］（4m）	...2

4.	アンテナケーブル［2］（4m）	...2
5.	ケーブルクランパー	.....................8
6.	クリーナー	....................................1

④アンテナケーブル[2]（4m）　　③アンテナケーブル[1]（4m）　

⑥クリーナー

⑤ケーブルクランパー

②フィルムアンテナ[2]①フィルムアンテナ[1]

2

1

1.	配線コネクター	............................1
2.	取付ネジ（M5×8）	...................8

3.	GPSアンテナ固定用両面テープ	..1
4.	コードホルダー	............................3



■�取り付けかた

1.	本機は、水平面から 40°以内に取り
付けてください。

2.	車両への取り付けは、一部の車種を除
き、車両の取付金具を使用して取り付
けることができます。

3.	車種や年式により、専用の取付キットを
使用しないと取り付けられない場合が
ありますので、販売店にご相談ください。

4.	本機には、本体内部の温度を上げない
ため、ファンモーターが付いています。
ファンモーターの排出口をコードや取
付ブラケット等でふさぐと、故障また
は火災の原因となりますので、配線等
に注意して取り付けてください。

5.	本機のパネル部を開閉する際、一部の
車種では車両のセンターパネルと接触
することがあります。その場合はセン
ターパネルを接触しないように加工し
て取り付けてください。

6.	取り付ける際、故障の原因となります
ので本機のパネル面を強く押し付けな
いようにしてください。

 取り付け上のご注意

40°以内

 取り付け例
車種別専用取付キット（別売）をご使用の場合、詳しくはキットに同梱の取扱説
明書をご覧ください。

車両側
ブラケット（L）

車両側ブラケット（R）

本機

取付ネジ
（本機に付属）

車両位置に設けられている、位置あわせ用の突起が本機にあ
たり、組付しにくい場合があります。その際は突起を金ヤス
リ等で削り落とし、取り付けてください。

 取り付け穴について
本機には、トヨタ車用の取り付け穴が設けられています。車種によって多少異
なりますが、下図●印穴のいずれか 4カ所を使用して取り付けます。

一部の車種（スバル車からのOEM車）
は以下の図をご覧ください。

・	取付ブラケットのネジ穴形状に合わせて、必ず付属のネジをご使用ください。
指定以外のネジを使用すると、事故や故障の原因となります。

ケ－ス ケ－ス

破損

MAX . 8mm

ご注意

 ハンズフリー用マイクの取り付け
■	取り付け場所について
ステアリングコラムカバーやサンバイザーに、ハンズフリー用マイクを、運転
者の口元に向けて、同梱の台座かクリップで取り付けてください。
※	台座を使用して取り付ける場合は、貼付面の汚れ、水分・油分などをよく拭き取って
ください。

コードホルダー

マイク

マイクプラグ 
（ナビに接続する）

ハンズフリー用マイク 
（両面テープで貼り付ける）

マイク コードホルダー

ご注意

お願い

 GPSアンテナの取り付け

GPSアンテナ

取り付け位置は、ダッシュボード左側
の水平な場所に取り付けてください。

コードホルダー

1.	 付属の GPSアンテナは、車内専用です。車外への取り付けはできません。

2.� GPSアンテナは、ナビゲーション本体やCDプレーヤーなどのカーオーディオ機
器またはレーダー探知器から50cm以上離して取り付けてください。これらの機
器の近くに設置すると、電波を受信しにくくなる場合があります。

3.� 一部の運転支援システム（自動ブレーキ装置等）装着車の場合、運転支援ユニッ
トおよびハーネスとGPSアンテナやアンテナコードを近づけると、受信感度が低
下することがあります。

4.	 GPSアンテナは電波を受信しやすくするために、平らな面に水平に取り付けてく
ださい。

5.	 GPSアンテナのカバーにワックスをかけたり塗装をしないでください。アンテナの
性能が落ちます。

取り付け面の汚れをきれいに拭き取ってから取り付けてください。

■	ダッシュボードに取り付ける場合

�GPSアンテナに両面テープを貼り付ける
GPSアンテナの裏に、両面テープを貼り付け
ます。

�アンテナを取り付ける
GPSアンテナをダッシュボードの電波のさえぎ
られにくい平らな場所に貼り付けます。

�アンテナコードを配線する
アンテナコードを、コードホルダーで固定します。

両面テープ

GPSアンテナ裏面

警告
●	エアバッグシステムの作動に影響する位置、視界をさえぎる位置には取り
付けないでください。事故の原因となります。

ファンモーター排出口

＜ 本機後面 ＞

 取り付けた後に行ってください
■	ジャイロの感度調整について
インダッシュなどに本機が傾斜して取り付けられた場合、取付角度によって地
図に表示される自車方向にズレが目立つことがあります。（特に交差点などを曲
がった際）
本機の車両への取付角度をご確認のうえ、以下の手順でジャイロ感度を設定し、
自車方向を調整してください。詳しくは、
http://www.clarion.com/jp/ja/user-support/fitting/guide/index.html
をご覧ください。

1.	メニューボタン	

▲ 	

情報 / 設定 	

▲ 	

設定 	

▲ 	

その他設定 	をタッチする

2.	 販売店 	

▲ 	

はい 	

▲ 	

ジャイロ感度設定 	をタッチする
3.	レベルを選択する

レベル 取付角度（°）

レベル0 水平（0）

レベル1 4

レベル2 8

レベル3 20

レベル4 32

レベル5 36

レベル6 40

レベル -1
曲がりすぎる場合に	

使用します

工場出荷時の初期設定は「レベル3」です。

■	自車位置のずれを修正する
はじめてナビゲーションをお使いになるときは、自車位置のずれを修正するために、
GPSが受信できる以下のような道で、約 5分間、法定内の速度で定速走行を行ってく
ださい。
・上空に障害物がない道
・周辺に高いビルがない道

■	各接続状況を確認する
ナビゲーション本体の「接続チェック」画面より、接続状況を確認してください。
1.	メニューボタン	

▲ 	

情報 / 設定 	 をタッチする

2.	 ナビ設定 	

▲ 	

その他の設定 	

▲ 	

接続チェック 	をタッチする

スピードセンサーは、走行することでパルス信号の状態を確認することができます。	
（停止中は、表示しません。）

取り付け作業の前に、以下のものを用意してください。
・樹脂ヘラ	 ・ハサミ	
・マスキングテープ	 ・やわらかい布など

用意するもの

 TV用フィルムアンテナの取り付け

●車種によって、取り付けられない場合があります。
・熱線反射ガラスや断熱ガラス、電波不透過ガラスなど電波を通さないガ
ラスを使用した車種の場合には、受信感度が極端に低下します。最寄りの
カーディーラーにお問い合わせください。

●車種によっては、フロントピラーやサンバイザーを取り外すと作業が
容易に行える場合があります。なお、フロントピラーの取り外しなら
びに復元は、必ずカーディーラーまたは専門技術のある方に依頼して
ください。
●フロントウインドウの指定位置・寸法内に貼り付けてください。
・本商品はフロントウインドウ専用です。それ以外の場所（リアウインドウ
など）には貼り付けないでください。

・保安基準※に適合させるために、本書の「貼り付け位置について」および
「貼付許容範囲」をよくご覧になり、正しく貼り付けてください。貼付許
容範囲をはみ出して貼り付けた場合、車検不適合と判断されたり、整備不
良の対象となります。
※	保安基準とは、道路運送車両の保安基準第29条細目告示第39条および別添37
をいいます。

●以下の場合は、地上デジタルTVの受信感度が低下することがあり
ます。
・一部の運転支援システム（自動ブレーキ装置等）装着車の場合

・他の電装品（ドライブレコーダーなど）を装着している場合

取り付けのご注意

1	 フロントウインドウの汚れを落とす
1	 	フロントウインドウ（内側）のフィルムアンテナを貼り

付ける場所を、付属のクリーナーで拭いて十分に汚れを
落として乾かしてください。
・	貼付面が完全に乾いていない状態では貼り付かないおそれが
あります。フィルムアンテナを貼り付けるガラス面は十分に
乾いた状態にしてから作業を行ってください。

・	フィルムアンテナを貼り付ける面が油分等で汚れていると貼
り付きません。また、冬場など気温の低いときは、デフロス
ター・ドライヤー等でガラス面を暖めてから作業を開始して
ください。またフィルムアンテナ自体も暖めてください。

本紙は左側（フロントピラー・フルセグ）の取り付け方を説明
しています。
右側は対称の作業になります。

貼り付ける前に

貼り付け位置について
●運転に安全な視野を確保し、性能を十分に発揮させるために、必ず、本書裏
面の貼り付け手順2の「貼付許容範囲」の位置に貼り付けてください。許容
範囲外に貼り付けると道路運送車両の保安基準に適合せず、車検不適合と判
断されたり、整備不良の対象となります。
●左ハンドル車に貼り付ける場合も、右ハンドル車と同様に貼り付けてくださ
い。（左右逆に貼り付けないでください。）
●フィルムアンテナは、フロントウインドウの車内側に貼り付けてください。
それ以外の場所には貼り付けないでください。
●フィルムアンテナは、車検証・点検シールなどと重ならないように貼り付け
てください。
●フィルムアンテナは、ETC受光部、他機器のアンテナなどから20mm以上
離して貼り付けてください。



ETC受光部
点検シール、検査標章
に重ねないでください。

100mm以上離す

フィルムアンテナ[2]フィルムアンテナ[1]

ETC受光部・
他機器のアンテナなど
から20mm以上離す

100mm以上離す

2 1

100mm
以上離す

100mm
以上離す

1

2

フィルム
アンテナ[2] フィルムアンテナ[1]

 識別マーク 識別マーク

 識別マーク  識別マーク

貼り付け手順 3	 フィルムアンテナを貼り付ける
本紙は左側（フロントピラー）の取り付け方を説明しています。
右側は対称の作業になります。

・	アンテナの接着面に手で触れないでください。また万が一触れ
た場合に備え、手や指の汚れを落として作業をしてください。

・	空気が入ったり、シワが寄らないように注意してゆっくり端か
ら貼り付けてください。

・	貼り直しができませんので、十分注意して位置決めをしてく
ださい。

ご注意

1	 	［Ⅰ］のタグを持ち、ゆっくりとセパレーターをはがし、
指定の貼付位置がずれないように貼り付けてください。
＜助手席からフロントウインドウを見た図＞

1

1

車両前方
フロントピラー（左）

はがす

タグ[Ⅰ]

セパレーター

フィルムアンテナ

2	 	［Ⅱ］のタグを持ち、ゆっくりとセパレーターをはがし、指
定の貼付位置がずれないように貼り付けてください。
・フィルムアンテナをやわらかい布等で、こすらずに上から丁寧に
押さえ、フロントウインドウに定着させてください。

＜助手席からフロントウインドウを見た図＞

1

1

はがす

フロントピラー（左）

タグ[Ⅱ]
セパレーター

車両前方

フィルムアンテナ

3	 	［Ⅲ］のタグを持ち、ウインドウ側にアンテナ線が残ってい
ることを確認しながら、ゆっくりと保護フィルムをはがして
ください。
＜助手席からフロントウインドウを見た図＞

1

1

保護フィルムはがす

フロントピラー（左）
車両前方

タグ[Ⅲ]
フィルムアンテナ

・	アンテナ線が一緒にはがれてしまう場合は、保護フィルムをいっ
たん戻し、やわらかい布等でこすらずに上から丁寧に押さえ、	
フロントウインドウに定着させてから再度はがしてください。

ご注意

2	 フィルムアンテナ・アンテナケーブル給電部の貼
付位置を決める

1	 	フィルムアンテナ・アンテナケーブル給電部の貼付位置は、
下図の「貼付許容範囲」を参照して位置を決めてください。

2	 	マスキングテープなどでフィルムアンテナおよびアンテナ
ケーブル給電部を仮固定し、車内の内張り（フロントピ
ラーなど）に当たらないことを確認してください。

3	 	ケーブルを引き回して機器まで配線可能なことを確認して
ください。

■貼付許容範囲

●	フィルムアンテナの給電端子部およびアンテナケーブル給
電部は、セラミックライン上または、内張りに重ならない
ように必ず貼付許容範囲内（ 	部）に貼り付けてくだ
さい。

●	アースパターンは、セラミックライン上に貼り付けても問
題ありません。

●	貼付許容範囲をはみ出して貼り付けた場合、車検不適合と
判断されたり、整備不良の対象となります。

・ 	フィルムアンテナを折り曲げないように、注意して取り扱って
ください。

ご注意

ルーフ（天面）の内張り

25mm 以内

25mm 以内

セラミックライン ※1

セラミックライン

フ
ロ
ン
ト
ピ
ラ
ー
側

※1セラミックライン
フロントウインドウ端の黒い部分、および黒いドット（点々のこと）部分

貼付許容範囲

フィルムアンテナ

エレメント

1

1

2

アースパターン

給電端子

給電端子

マスキングテープなどで仮止めする

アンテナケーブル給電部

この範囲が内張り（ピラー
カバー）に接触しない位置
に貼り付けてください。

 識別マーク

 識別マーク

＜車室内側からフロントウインドウを見た図＞

・ 	フィルムアンテナは、2種類あります。（1 の識別マーク、
2 の識別マーク）貼付位置を確認のうえ、間違えないよう貼り
付け作業を行ってください。

ご注意

4	 アンテナケーブル給電部を貼り付ける
1	 	アンテナケーブル給電部のはくり紙をはがしてください。

2	 	フィルムアンテナの▲マークとアンテナケーブル給電部の突
起を合わせ、フィルムアンテナの給電端子部に貼り付けてく
ださい。

・	給電部の裏側には、1、2	のタグが付いています。フィルム
アンテナ［1］には、1	のタグが付いているアンテナケーブ
ルを貼り付けてください。1	、2	を逆に貼り付けると、受信
性能が低下する場合があります。
・	給電端子の方向を間違えないように貼り付けてください。

＜給電部を裏側から見た図＞

2

アンテナケーブル[1] アンテナケーブル[2]

タグ

1

タグ1 2

ご注意

＜助手席からフロントウインドウを見た図＞

1

1

突起部と▲マーク
を合わせる

車両前方

フロントピラー（左）

アンテナ
ケーブル給電部

フィルムアンテナ

5	アンテナケーブルを固定する
1	 	ケーブルクランパーで固定しながらケーブルの配線を行っ

てください。
・アンテナケーブル給電部に負荷がかからないように、アンテナ
ケーブル給電部を押さえながら作業を行ってください。

アンテナケーブル（左）

アンテナケーブル（右）

機器へ	
機器へ	

＜車内から見た図＞�

アンテナケーブル
ケーブルクランパー
（裏面のはくり紙をはがして貼り付けてください。
　また、貼付箇所は、汚れを落としてから
　作業してください。）

ペダル付近には配線しないでください。
警�告

警告
・	フロントピラーにエアバッグが装着された車両には、エアバッグ
動作の妨げとならない位置へ配線を行ってください。

・	運転の視野を妨げないように、ケーブルを配線してください。
・	ケーブル類は、運転操作の妨げとならないよう、テープなどでま
とめてください。ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダ
ルなどに巻き付くと事故の原因となり危険です。その際ケーブル
は、曲げ部がΦ14mm（曲げＲ7mm）以上となるようにまとめ
てください。

・	アンテナケーブルをピラー内などに押し込む場合は、樹脂ヘラな
どを使用してください。（先端部分が鋭利な工具などを用いて強
い力で無理に押し込むとアンテナケーブルが破損（断線）する可
能性があります。）

6	 アンテナ端子を接続する
1	 	アンテナ端子を機器のTVアンテナ端子へ接続してください。
・「結線のしかた」をご覧いただき、正しい位置に接続してくださ
い。TVアンテナ入力端子はロック付きです。端子を機器から外
す際は、ロック部を押しながら外してください。

・	アンテナ貼り付け直後は、アンテナにガラスクリーナーなど
を吹き付けたり、アンテナを直接拭いたりしないでくださ
い。また、時間経過後にアンテナを直接拭く際は、やわらか
い布などを使用して傷が付かないよう注意してください。

・	アンテナ貼り付け後、24時間は自然放置し、無理な力は加え
ないようにしてください。

・	お手入れの際は、アンテナケーブル、フィルムアンテナを
ひっかけないようにご注意ください。

ご注意



警 告

•配線作業中は、バッテリーのマイナス側の
ケーブルを外してください。
ショート事故による感電や
けがの原因となります。
また、ショート事故による
機器内部の部品を破損する
原因となります。

•メイン電源コードを接続する車側電源
端子が、15A以上の電流容量であるこ
とをお確かめください。15A未満のと
きは、15A以上の容量を持つ電源コー
ドを使用して、バッテリーに直接接続
してください。なお、作業は販売店に
依頼してください。

•バッテリーと直接接続する場合は、容
量20A以上で耐熱性を有する自動車用
電源コードを使用し、必ずヒューズを
装着してください。

結線のしかた

取り付け・配線の前に、必ず「安全上のご注意」をお読みください。

警 告

USBケーブルは、接続部が
外れないように絶縁テープ
などで固定してください。

著作権保護された番組をビデオデッキなどで録画する
際、著作権保護のための機能が働き、正しく録画できま
せん。また、この機能により、再生目的でもビデオデッキ
を介してモニター出力された場合には画質劣化する場
合がありますが、機器の問題ではありません。著作権保
護された番組を視聴する場合は本製品とモニターを直
接接続してお楽しみください。

ご注意

（別売）
　延長USBケーブル
　88CCA755500

汎用
リアモニター　iPod/iPhoneに付属の

　Lightning-USBケーブル

※Lightningコネクタ搭載機では
　iPodビデオは再生できません。

※リアモニター出力は、　
　DVD、テレビ、VTR、
　ビデオ対応iPod接続
　ケーブルで接続した
　iPodビデオ、SDカード・
　USBメモリーのビデオ
　のみとなります。

ご注意
本機では2ZONE OUT端子は使用しません。 

■ リアモニター システムアップ例
　

■ 外部映像出力機器
　 システムアップ例

VTR
USBメモリー

※VTR機器との同時接続は
　できません。

（別売）AV-Navi用VTRケーブル
　88CCA657500

（別売）
　ビデオ対応iPod接続ケーブル
　88CCA750500

予備端子※1

• 車両側電源容量を確認して、予備端子として使用できます。
なお、使用しない場合は、キャップを外さずに絶縁テープなどで
覆ってください。

注 意 USB端子

（付属）電源コード
コードを接続してください。

ご注意
ショート事故防止のため、電源コネク
ターを接続する前に、誤配線等がない
かを再度確認してください。 

車

両

側

10P

6P

20P

5P

28P

10P

6P

20P

5P

28P

バックアップ　※1

ACC　※1

イルミ　※1

ラジオアンテナ ※2 ラジオアンテナ 車両側ラジオアンテナ

車両側信号用コネクター または

車両側リアスピーカー

車両側電源

車両側ナビ信号用5Pコネクター

信号コード

若草（パーキング） 
桃（スピード） 

紫／白（バック） 

ヒューズ　
15A

※未装着の車両は、各々信号線を接続
する必要があります。なお、作業は
販売店に依頼してください。

※3
※3
ステアリングスイッチ装着車の場合、
20Pまたは、28Pコネクターを接続
します。

※2
車両側ラジオアンテナ端子が専用コネ
クター（JASOオス以外）タイプの場
合は、接続して使用します。

使用しません。

ラジオアンテナ入力端子
車側のメインアンテナ端子を接続します。

• 車側のメインアンテナ端子を
接続したときに、本体背面より
アンテナ端子が突出します。本
体を車に装着する際には、アン
テナ端子に他のコード類等によ
って力が加わらないように、ス
ペースを空けるようお願いいた
します。

注 意

iPod®
iPhone 4s
iPhone 4

iPhone 6 Plus
iPhone 6
iPhone 5s
iPhone 5c
iPhone 5

iPhone® 7 Plus
iPhone 7
iPhone SE
iPhone 6s Plus
iPhone 6s

USB端子からの出力電圧は500mAとなります。
接続するiPod/iPhoneの機種によっては、充電
できない場合があります。

iPod/iPhoneの機種やソフトウェアバージョンによっては、
一部機能の制限があります。
接続できる機器の最新情報については、以下をご覧ください。
http://www.clarion.com/jp/ja/user-support/connection/
※「NX617W」の情報を参照してください。

・車側の端子は他の金属部に接触さ   
　せないようにしてください。

注 意

ヒューズ
ヒューズが切れたときは、ショート事故防止の
ため次の手順で、入っていたものと同じ容量の
ヒューズと交換してください。

1.本機のメイン電源カプラー（10P、黄色線）
の車両側の電源カプラーを抜きます。
2.結線が正しいか確認してください。
3.確認後、入っていたものと同じ容量のヒュー
ズと交換してください。

ヒューズ（15A）

車側の端子

（付属）
GPSアンテナ（2.5m）
GPSアンテナを接続します。

純正リアカメラ装着車の場合
（ダイハツ車からのOEM車）
（別売）リアカメラ用ケーブル　
  88C05RC ※適合車種のみ

純正リアカメラ装着車の場合（トヨタ車）
（別売）リアカメラ用ケーブル
  88YTC001 ※適合車種のみ

（別売）車載用 リアビジョンカメラ
  88RC15D

付属電源コードの20P（車両側信号用
コネクター）と接続

車両側の20P（車両側信号用
コネクター）と接続

※TVアンテナはどのような順番でも接続できます。

（付属）地上デジタルTV用車載フィルムアンテナ 
　ZCP-140
　TVアンテナを接続します。

（付属）ハンズフリー用マイク


